
令和７年度の農地中間管理事業に係る評価委員会の評価・意見について 

 

１．開催日時、場所 

開催日時：令和８年５月２１日（木）10:00～12：00 

開催場所：滋賀県農業教育情報センター １階 第２研修室 

 

２ 評価委員 

  藤井 吉隆  委員長（愛知大学地域政策学部教授） 

  西谷 弘士  委 員（中小企業診断士） 

  奥村喜美子  委 員（甲賀市農業委員） 

 

３ 令和７年度農地中間管理事業の評価について 

（１）組織の運営体制について 

   令和７年度においては、法改正等伴う事務量の増加が顕著に見受けられたが、事

務局において、ＡＩ－ＯＣＲの試験導入等の様々な工夫がされており、事務処理の

時間が削減されるなど、一定の効果がでており、成果として評価できる。 

しかしながら、今後さらに事務量が増えていくと見込まれる状況の中でどのよう

に対処していくのかという課題が残されている。 

今後、この様な課題に対応し適正な組織運営を図るためには、事務手続の簡素化

など個々の組織における工夫や取組だけでなく、法制度の改正など行政による広い

視野での支援が必要であり、組織自体の体制強化もさらに必要と思料される。 

 

４ 今後の取組についての意見等について 

（１）今後の担い手への農地の集積・集約化の取組について 

   地域計画のブラッシュアップに関して、目標地図を担っている集落営農や大規模

農家の中にも将来的にリタイアしていく担い手が増えていくと見込まれる状況に

おいて、リタイアしていく担い手の農地を次にどうつなげていくのかということを

しっかりと考えていかなければいけないという課題を改めて認識した。 

リタイアしていく担い手が、リタイアしたその先を見据えながら、次の担い手に

つなげていけるよう、地域の農業委員をはじめとする農業関係者の皆さんが連携し

ながら、それをつなげていく仕組みを構築し、運用していく取組が今後必要になっ

てくると感じた。 


